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２
頁〈
対

談
〉日
本
の
三
大
肝
炎
―
そ
の

今
日
と
明
日

５
頁〈
病

気
〉大
腸
憩
室
症

７
頁〈
情

報
〉①
内
視
鏡
と
抗
血
栓
薬
　

②
市
民
公
開
講
座

８
頁〈
検

査
〉腹
部
血
管
造
影
検
査

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン（s

e
c
o
n
d

o
p
in
io
n

）と
は「
第
２
の
専
門
的
な
意
見

（
判
断
）」と
い
う
意
味
で
、
医
療
界
で
、

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
と
と
も

に
盛
ん
に
使
わ
れ
る
言
葉
に
な
り
ま
し

た
。
近
年
で
は
医
療
の
高
度
化
・
専
門

化
に
よ
り
、
医
師
同
士
も
専
門
医
の
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
求
め
合
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
立
場
で
は
、
例
え
ば
が

ん
と
告
げ
ら
れ
、
主
治
医
か
ら
病
状
の

説
明
を
受
け
、
治
療
へ
の
同
意（
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
）を
求
め
ら
れ

た
際
、
判
断
に
悩
む
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
、
患
者
さ
ん

は
他
の
専
門
医
の
意
見（
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
）も
聞
い
て
、
よ
り
良
い
治
療
を

受
け
た
い
と
考
え
る
の
は
当
然
で
す
。

昔
は「
私
に
任
せ
て
お
け
ば
い
い
」と

い
う
医
師
と
、「
す
べ
て
を
先
生
に
お
任

せ
し
ま
す
」と
い
う
患
者
さ
ん
と
の
関
係

が
多
く
、
患
者
さ
ん
か
ら
、
別
の
医
師

に
も
意
見
を
聞
き
た
い
と
い
い
出
す
こ

と
は
た
め
ら
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
現
在
は
医
師
も
検
査
結
果

日
本
消
化
器
病
学
会
広
報
委
員
会
前
委
員

宮
崎
大
学
医
学
部
第
１
外
科
教
授

千
々
岩

一
男

や
治
療
法
な
ど
す
べ
て
の
情
報
を
患
者

さ
ん
に
開
示
し
て
、
医
師
と
患
者
双
方

で
一
緒
に
最
適
な
治
療
法
を
選
択
す
る

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
治
医
と
よ

く
話
し
合
い
、
な
お
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
が
必
要
と
考
え
れ
ば
、
正
直
に
主

治
医
に
相
談
さ
れ
て
良
い
の
で
す
。
た

だ
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
手
続
き

に
お
い
て
、
主
治
医
は
詳
し
い
検
査

デ
ー
タ
や
所
見
を
用
意
し
、
他
の
医
師

へ
紹
介
の
労
を
と
る
わ
け
で
す
か
ら
、

患
者
さ
ん
も
礼
儀
正
し
く
、
素
直
に
相

談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
が
自
分
に
と
っ
て
最
善
の

治
療
を
受
け
た
い
と
望
む
の
は
当
然
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
患
者
さ
ん
も
自
己

の
判
断
を
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
病

気
・
治
療
に
関
す
る
勉
強
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
医
療
の
基
本
と
し
て
、
患

者
さ
ん
と
医
師
の
相
互
信
頼
が
不
可
欠

で
す
の
で
、
お
互
い
意
思
疎
通
を
は
か

る
努
力
も
必
要
で
す
。
よ
り
良
い
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
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ん
率
は
上
昇
す
る
た
め
肝
硬
変
で
は
高

い
発
が
ん
率
に
な
り
ま
す
。

村
脇
　
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
抗
体
の
発

見
を
機
に
診
療
は
一
歩
進
み
ま
し
た
。

日
本
で
は
す
で
に
献
血
制
度
が
確
立
し

て
い
た
の
で
、
ウ
イ
ル
ス
抗
体
に
よ
る

献
血
血
液
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
99
％
以
上
の

精
度
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
有
無
を
検
査

で
き
ま
す
。

岡
上
　
１
９
９
２（
平
成
４
）年
に
慢
性

「Ｃ型肝炎の薬物療法がたいへん進みました」岡上　武

て
、
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
を
抜
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
、
こ
の「
21
世
紀
の

肝
炎
」と
の
対
決
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

慢
性
肝
炎
の
人
は
現
代
医
学
を
信
じ
て

治
療
に
専
念
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ
型
肝
炎

村
脇
　
Ｃ
型
肝
炎
は
長
年
に
わ
た
り
、

患
者
を
苦
し
め
、
多
く
の
生
命
を
奪
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
も
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
・
キ
ャ
リ
ア（
持
続
感
染

者
）は
約
１
７
０
万
人
も
い
ま
す
。

岡
上
　
Ｃ
型
肝
炎
は
血
液
を
介
し
て
感

村
脇
　
本
日
は
、「
日
本
人
の
三
大
肝

炎
」の
テ
ー
マ
で
対
談
を
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
三
疾
患
は
い
ろ

い
ろ
な
面
で
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
患

者
が
多
く
、
炎
症
が
持
続
し
て
、
慢
性

肝
炎
―
肝
硬
変
―
肝
が
ん
へ
と
致
死
的

状
況
へ
進
む
可
能
性
が
あ
る
と
い
っ
た

大
き
な
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

岡
上
　
Ｃ
型
肝
炎
・
Ｂ
型
肝
炎
の
克
服

に
見
通
し
が
立
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
治
療

法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
生
活
習
慣
病
の

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ（
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎
）

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間

に
患
者
数
は
２
０
０
万
人
近
く
に
増
え

染
し
ま
す
が
、
日
本
で
は
第
二
次
世
界

大
戦
後
、
当
時
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
売
血
の

頻
繁
な
輸
血
や
、
覚
せ
い
剤
の
ヒ
ロ
ポ

ン
を
打
つ
の
に
使
用
し
た
注
射
器
を
そ

B
B

B
B

の
ま
ま
使
用
す
る
回
し
打
ち
な
ど
が
背

景
に
な
っ
て
、
感
染
が
恐
る
べ
き
勢
い

で
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
８

９（
平
成
元
）年
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

抗
体
が
発
見
さ
れ
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
が
原
因
と
分
か
り
ま
し
た
。

村
脇
　
１
９
７
５（
昭
和
50
）年
か
ら
肝

が
ん
死
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

岡
上
　
戦
後
の
広
範
な
感
染
が
20
〜
40

年
後
に
肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
よ
り
死
亡

す
る
患
者
を
確
実
に
増
加
さ
せ
た
か
ら

で
す
。
Ｃ
型
肝
炎
は
感
染
し
て
急
性
肝

炎
に
な
り
、
70
％
が
慢
性
肝
炎
へ
移
行

し
、
そ
の
30
％
は
感
染
後
20
〜
25
年
で

肝
硬
変
、
25
〜
35
年
で
肝
が
ん
に
な
り

ま
す
。
病
気
の
進
行
に
比
例
し
て
発
が

Ｃ
型
肝
炎
・
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ（
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎
）

日
本
人
の
三
大
肝
炎

　
―
―
そ
の
今
日
と
明
日

済
生
会
吹
田
病
院
院
長

京
都
府
立
医
科
大
学
名
誉
教
授
・
特
任
教
授

岡
上
　
　
武
氏

日
本
消
化
器
病
学
会
広
報
委
員
会
委
員

鳥
取
大
学
医
学
部
第
２
内
科
教
授

村
脇
　
義
和
氏

目
覚
し
い
治
療
の
進
歩
で
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
多
く
が
治
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
国
民

病
克
服
の
道
は
拓
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
も
数
百
万
人
の
Ｃ
型
と
Ｂ
型
の
肝
炎
患
者

が
い
ま
す
。
高
齢
者
で
は
最
新
治
療
が
施
行
で
き
な
い
例
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
一

方
、
ウ
イ
ル
ス
や
ア
ル
コ
ー
ル
と
は
無
縁
の
生
活
習
慣
病
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ（
非
ア
ル
コ
ー
ル
性

脂
肪
肝
炎
）が
急
増
し
て
い
ま
す
。
肝
臓
病
学
の
泰
斗
で
あ
り
、
指
導
者
、
啓
発
者
と
し

て
も
ご
活
躍
中
の
岡
上
先
生
に「
三
大
肝
炎
」に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。(

村
脇 

義
和)

岡上　武
（おかのうえ たけし）

昭和44年、京都府
立医科大学卒。平
成元年、同大学第
3内科助教授、同14年、同教授。同15
年、同大学大学院医学研究科消化器病
態制御学教授。同19年、現職。専門は
ウイルス肝炎、ＮＡＳＨ、アルコール性
肝障害。日本消化器病学会・日本肝臓学
会・厚生労働省肝炎等克服緊急対策研究
班各理事。専門書・一般書著書多数。
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「ワクチンの開発でＢ型肝炎征服の道は拓かれました」村脇　義和

肝
炎
患
者
へ
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
単
独
治
療
が
保
険
適

応
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
効
果
は

限
定
的
で
、
日
本
人
に
多
い
遺
伝
子
型

1b
ウ
イ
ル
ス
を
大
量
に
保
有
し
て
い
る

例
に
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
は
あ
ま
り

効
果
が
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
排
除（
治
癒
）

率
は
わ
ず
か
５
％
で
し
た
。

村
脇
　
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
Ｃ

型
肝
炎
治
療
薬
リ
バ
ビ
リ
ン
の
併
用
療

法
の
導
入
で
治
療
は
格
段
に
進
み
ま
し

た
ね
。

岡
上
　
２
０
０
４（
平
成
16
）年
、
健

康
保
険
で
認
可
さ
れ
た
ペ
グ
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン（
皮
下
注
射
）は
効
果

が
長
期
間
持
続
し
ま
す
。
リ
バ
ビ
リ

ン（
経
口
薬
）と
の
併
用
48
週
投
与
が

保
険
適
用
に
な
り
、
今
年（
平
成
21

年
）、
72
週
投
与
へ
適
用
拡
大
さ
れ
、

1b
型
ウ
イ
ル
ス
保
持
患
者
の
ウ
イ
ル

ス
排
除
率
は
60
％
近
く
へ
改
善
し
ま

し
た
。

村
脇
　
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
が
効
か

な
い
、
使
え
な
い
患
者
の
治
療
は
ど

う
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

岡
上
　
目
標
を「
ウ
イ
ル
ス
の
排
除
」

か
ら「
肝
硬
変
へ
の
進
展
防
止
」「
発
が

ん
の
抑
制
」に
切
り
替
え
、
少
量
の
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
長
期
投
与
、
強

力
ネ
オ
ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
Ｃ
・
ウ
ル
ソ

し
ゃ
け
つ

デ
オ
キ
シ
コ
ー
ル
酸
の
投
与
、
瀉
血
療

法
な
ど
を
行
い
ま
す
。
瀉
血
療
法
と
は

肝
臓
に
蓄
積
し
た
過
剰
な
鉄
分
を
血
液

と
と
も
に
体
外
に
排
出
す
る
治
療
で

す
。

村
脇
　
厚
生
労
働
省
は「
Ｃ
型
肝
炎
Ｚ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
」を
標
語
に
Ｃ
型
肝
炎
撲
滅
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

岡
上
　
40
歳
以
上
の
人
に
無
料
で
Ｃ

型
・
Ｂ
型
肝
炎
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
感
染
者
は
40
代
以
上
に
多
く

全
国
検
診
は
大
変
、
有
意
義
で
す
。

村
脇
　
日
常
生
活
で
の
注
意
点
を
。

岡
上
　
Ｃ
型
肝
炎
に
は
生
活
習
慣
病
の

側
面
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
で
す

ね
。
肥
満
や
糖
尿
病
、
耐
糖
能
異
常（
境

界
型
糖
尿
病
）な
ど
の
あ
る
人
は
肝
炎
の

進
行
が
加
速
さ
れ
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
や
適
度
の
運
動
で
適
正
体

重
を
保
つ
と
い
っ
た
、
後
述
の
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｈ
と
同
様
の
注
意
が
必
要
で
す
ね
。

Ｂ
型
肝
炎

村
脇
　
Ｂ
型
肝
炎
は
詳
し
く
分
か
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
も
約
１
３
０
万
人
が

Ｂ
型
肝
炎
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

岡
上
　
Ｂ
型
肝
炎
も
Ｃ
型
肝
炎
と
同
じ

よ
う
に
血
液
を
介
し
て
感
染
し
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
の
感
染
者
の
多
く
は
母
か
ら

子
へ
の
母
子
感
染
で
、「
垂
直
感
染
」と

い
い
ま
す
。
子
供
が
出
生
時
に
ウ
イ
ル

ス
を
含
ん
だ
母
の
血
液
で
感
染
す
る
こ

と
が
多
く
、
母
親
が
Ｈ
Ｂ
ｅ
抗
原
陽
性

（
ウ
イ
ル
ス
が
多
い
）
の
ウ
イ
ル
ス
・

キ
ャ
リ
ア
の
場
合
、
子
供
に
ほ
ぼ
１
０

０
％
感
染
し
、
85
〜
90
％
が
持
続
感
染

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
は
経
過

と
と
も
に
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
は
止
ま

り
、
肝
炎
は
沈
静
化
し
ま
す
。
持
続
感

染
者
の
15
％
は
治
療
が
必
要
で
す
。

村
脇
　
母
子
感
染
は
１
９
８
６（
昭
和

61
）年
に
開
始
さ
れ
た「
Ｂ
型
肝
炎
母
子

感
染
防
止
対
策
事
業
」の
実
施
で
見
事
に

減
少
し
て
き
ま
し
た
。
新
生
児
へ
の
Ｂ

型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
と
ヒ
ト
免
疫
グ
ロ
ブ

リ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
予
防
対
策
が
効

果
を
上
げ
、
キ
ャ
リ
ア
は
激
減
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
近
は
欧
米
人
に
多
い

遺
伝
子
型
Ａ
タ
イ
プ
Ｂ
型
肝
炎
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

岡
上
　
外
国
人
と
性
交
渉
を
持
つ
日
本

人
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
Ａ
タ
イ
プ
Ｂ
型
肝
炎
は
日
本
人
に

多
い
Ｃ
タ
イ
プ
に
比
べ
慢
性
化
率
が
高

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

村
脇
　
Ｂ
型
肝
炎
の
治
療
は
Ｃ
型
肝
炎
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昭和50年、鳥取大
学医学部卒。フン
ボルト奨学研究員
としてErlangen-Nürnberg大学第１内
科で研修（昭和63年～平成2年）などを経
て、平成13年、鳥取大学医学部第2内科
教授、同14年、同学部機能病態内科学
教授就任、現在に至る。専門は肝臓病
学。肝発癌の化学的予防、肝線維化の
治療などの研究に携わる。

村脇 義和
（むらわき よしかず）

「ＮＡＳＨは予想以上に重要な疾患です」岡上　武

と
は
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
す
ね
。

岡
上
　
ウ
イ
ル
ス
の
核
酸
が
Ｃ
型
肝
炎

は
Ｒ
Ｎ
Ａ
、
Ｂ
型
肝
炎
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
異

な
る
こ
と
と
、
Ｂ
型
キ
ャ
リ
ア
で
は
ウ

イ
ル
ス
の
一
部
が
患
者
の
体
の
遺
伝
子

に
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
関
係

し
て
、
病
態
な
ど
が
ず
い
ぶ
ん
異
な
る

か
ら
で
す
。
治
療
に
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
と
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
核
酸
ア
ナ
ロ

グ
製
剤
の
エ
ン
テ
カ
ビ
ル
な
ど
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
は

一
般
に
Ｈ
Ｂ
ｅ
抗
原
陽
性
者
で
ウ
イ
ル

ス
量
が
比
較
的
少
な
い
患
者
に
投
与
し

ま
す
。
抗
原
の
陰
性
化
率
・
肝
機
能
の

正
常
化
率
は
30
％
で
す
。
ペ
グ
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
は
２
０
１
１（
平
成
23
）

年
頃
に
保
険
適
用
の
予
定
で
す
。

村
脇
　
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療
に
は

一
定
の
専
門
知
識
と
経
験
が
必
要
で
す
。

岡
上
　
患
者
の
年
齢（
35
歳
以
上
か
未
満

か
）、
ウ
イ
ル
ス
量
、
炎
症
の
程
度
、
Ｈ

Ｂ
ｅ
抗
原（
陽
性
・
陰
性
）に
よ
り
治
療
法

を
選
択
し
ま
す
。
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤

は
よ
く
効
き
ま
す
が
、
数
年
の
服
用
で

変
異
ウ
イ
ル
ス
が
生
じ
、
効
果
が
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
対
策
が
目
下
の
課
題

で
す
。
欧
米
で
使
用
さ
れ
て
い
る
新
規

の
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
の
テ
ノ
ホ
ビ
ル

な
ど
が
日
本
で
一
日
も
早
く
保
険
薬
と

し
て
使
え
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ

村
脇
　
近
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｈ
で
す
ね
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ま
な
い

肥
満
者
や
糖
尿
病
患
者
な
ど
に
、
脂
肪

肝
が
起
こ
り
、
脂
肪
肝
炎
へ
移
行
し
て

肝
硬
変
・
肝
が
ん
へ
進
展
す
る
例
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

岡
上
　
非
飲
酒
者
に
起
こ
る
脂
肪
肝「
Ｎ

Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
」（
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性

肝
疾
患
）は
、
日
本
に
約
１
０
０
０
万
人

い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
20

％
ぐ
ら
い
が
炎
症
や
線
維
化
を
伴
っ
て

肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
な
る
危
険
性
を
持

つ「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
」（
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪

肝
炎
）で
す
。
つ
ま
り
、
推
定
２
０
０
万

人
前
後
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
患
者
が
い
る
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
私
は
過
去
10
年
間
に
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｈ
か
ら
発
症
し
た
と
思
わ
れ
る
肝

が
ん
を
10
例
経
験
し
て
い
ま
す
。

村
脇
　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
背
景
に
発
生
・
進
展
し

ま
す
。
第
１
段
階
で
肥
満
、
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
、
高
血
圧
な
ど
と
と
も
に
脂

肪
肝
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
第
２
段
階

で
、「
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
」（
イ
ン
ス
リ

ン
作
用
の
低
下
）と「
酸
化
ス
ト
レ
ス
」が

よ
り
顕
著
に
な
り
、
脂
肪
肝
炎
に
な
り

ま
す
。
酸
化
ス
ト
レ
ス
は
体
内
の
悪

玉
・
活
性
酸
素
の
酸
化
損
傷
力
が
善
玉

の
抗
酸
化
力
を
上
回
る
状
態
で
す
。

岡
上
　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
実
態
は
少
し
ず
つ

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
糖

尿
病
学
会
は
、
死
亡
し
た
糖
尿
病
患
者

約
１
万
８
０
０
０
人
の
う
ち
13
・
３
％

が
肝
が
ん
と
肝
硬
変
で
亡
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
欧
米
か
ら

は
、
糖
尿
病
患
者
の
肝
が
ん
発
生
率
は

非
糖
尿
病
者
の
４
倍
以
上
と
の
報
告
が

あ
り
、
最
近
イ
タ
リ
ア
か
ら
は
、
１
日

中
血
圧
の
高
い
患
者
で
は
82
％
に
Ｎ
Ａ

Ｆ
Ｌ
Ｄ
が
み
ら
れ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
予
想
以
上
に
重
要
な

疾
患
と
思
わ
れ
ま
す
。

村
脇
　
治
療
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

岡
上
　
肝
生
検（
肝
細
胞
の
採
取
・
検

査
）で
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
か
単
な
る
脂
肪
肝
か

を
鑑
別
し
、
治
療
方
針
を
た
て
ま
す
。

生
活
習
慣
病
合
併
の
有
無
な
ど
を
調
べ

治
療
し
ま
す
。
肝
臓
に
炎
症
・
線
維
化

が
あ
る
例
に
は
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
改
善

薬
、
線
維
化
抑
制
薬
、
抗
酸
化
ス
ト
レ
ス

薬
な
ど
を
使
い
ま
す
。
ウ
ル
ソ
デ
オ
キ
シ

コ
ー
ル
酸
、
瀉
血（
非
保
険
治
療
）も
有
効

で
す
。
減
量
も
大
切
で
す
。
肝
硬
変
へ

進
ん
だ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
治
療
が
難
し
い
の

で
慢
性
肝
炎
で
治
し
た
い
で
す
ね
。

村
脇
　
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

岡
上
　
日
本
の
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
対
策
は

高
水
準
で
す
が
、
無
料
検
診
受
診
者
は

50
％
足
ら
ず
で
、
陽
性
と
分
か
っ
た
患

者
が
検
査
や
診
療
を
受
け
て
い
る
の
は

30
％
で
す
。
現
在
の
検
診
制
度
は
宝
の

持
ち
腐
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

は
新
し
い
感
染
者
は
減
っ
て
も
ウ
イ
ル

ス
・
キ
ャ
リ
ア
は
減
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
疾
患
の
疑
い
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

肝
臓
専
門
医
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。
こ
れ
が
三
大
肝
炎
制
圧
の

第
一
歩
で
す
。

村
脇
　
長
時
間
、
貴
重
な
お
話
を
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

構
成
・
高
山
美
治
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知っておきたい消化器の病気

右側大腸にできた
憩室の模式図

大
腸
憩
室
症

大
腸
憩
室
症
は
、
ほ
と
ん
ど
が
無
症
状
で
良
性
の
疾
患
で
す
が
、
時
に

出
血
や
炎
症
の
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
近
年
は
人
口

の
高
齢
化
に
伴
い
、
心
疾
患
や
脳
卒
中
を
予
防
す
る
抗
血
栓
薬
の
使
用
者

が
増
え
た
た
め
、
憩
室
か
ら
の
出
血
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
大
腸
憩
室
症
と
、
そ
の
合
併
症
を
紹
介
し
ま
す
。

大腸憩室出血 血便で発症。原因の半数が抗血栓薬。治療は抗血栓薬の中断、絶食と安静

◆
大
腸
憩
室
症
と
は

大
腸
憩
室
と
は
、
大
腸
粘
膜
の
一
部

が
、
腸
管
内
圧
の
上
昇
に
よ
り
、
大
腸

壁
の
外
側
に
袋
状
に
突
出
し
た
も
の
で

す
。
大
腸
憩
室
が
多
発
し
た
状
態
を
大

腸
憩
室
症
と
い
い
ま
す
。
憩
室
自
体
は

悪
い
病
気
で
は
な
く
、
大
腸
の
Ｘ
線
検

査
や
内
視
鏡
検
査
を
行
う
と
10
人
に
１

日
本
消
化
器
病
学
会
広
報
委
員
会
前
委
員

国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
内
視
鏡
部
長

上
村
　
直
実

人
く
ら
い
の
割
合
で
発
見
さ
れ
る
、
頻
度

の
多
い
疾
患
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
方
は
無

症
状
で
一
生
を
過
ご
す
の
で
す
が
、
後
で

述
べ
る
よ
う
な「
憩
室
出
血
」や「
憩
室
炎
」

を
合
併
し
た
場
合
に
は
医
者
の
厄
介
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
腸
に
憩
室
が
で
き
る
原
因
は
、
第

１
に
腸
管
内
圧
の
上
昇
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
わ
が
国
で
は
、
食
生
活
の
欧
米
化

と
と
も
に
肉
食
が
増
え
、
食
物
繊
維
の
摂

取
量
が
減
少
し
た
た
め
、
便
秘
や
腸
管
運

動
の
亢
進
、
ひ
い
て
は
腸
管
内
圧
の
上
昇

が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
ま
す
。

第
２
の
原
因
と
し
て
、
加
齢
に
よ
り

腸
管
壁
が
弱
っ
て
、
憩
室
が
で
き
や
す

く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
体
質
、
人
種
、
遺
伝
、

生
活
環
境
な
ど
の
要
因
が
複
雑
に
作
用
し

合
っ
て
発
生
す
る
疾
患
と
い
え
ま
す
。

◆
最
近
、
増
加
し
て
い
る

大
腸
憩
室
出
血

「
大
腸
憩
室
出
血
」と
は
、
憩
室
中
の

血
管
が
破
れ
て
出
血
す
る
合
併
症
で
、

最
近
、
増
加
し
て
い
ま
す
。
通
常
は
腹

痛
や
下
痢
な
ど
は
伴
わ
ず
、
あ
る
日
突

然
、
赤
い
血
便
が
出
て
発
症
す
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。
こ
の
症
状
に
驚
き
、
心

配
に
な
っ
て
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
中
に
は
、
出
血
の

た
め
に
貧
血
が
進
ん
で
、
フ
ラ
フ
ラ
感

な
ど
を
訴
え
る
方
も
い
ま
す
。

憩
室
出
血
症
の
患
者
さ
ん
の
半
数
以

上
は
、
高
齢
で
、
か
つ
心
疾
患
や
脳
卒

中
を
予
防
す
る
た
め
の
低
用
量
ア
ス
ピ

リ
ン
な
ど
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
抗

血
栓
薬
を
常
用
し
て
い
る
方
が
占
め
て

い
ま
す
。
と
は
い
え
、
自
分
の
大
腸
に

憩
室
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
特

に
循
環
器
内
科
・
血
管
外
科
・
神
経
内

科
・
脳
外
科
関
連
の
診
療
を
受
け
て
い

て
抗
血
栓
薬
を
内
服
し
て
い
る
方
や
、

気
に
な
る

消
化
器
病
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大腸憩室炎 腹部に圧痛がある。憩室内の細菌感染が原因。治療は絶食、抗生剤の投与

糖
尿
病
な
ど
で
大
腸
の
動
き
を
良
く
す

る
薬（
α
グ
ル
コ
シ
ダ
ー
ゼ
阻
害
薬
）を

内
服
し
て
い
る
方
は
、
憩
室
出
血
の
危

険
性
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

大
腸
憩
室
出
血
の
診
断

大
腸
の
Ｘ
線
検
査（
注
腸
造
影
）が
最

も
正
確
に
憩
室
の
有
無
を
診
断
で
き
ま

す
が
、
緊
急
時
に
は
腹
部
超
音
波
検
査

や
Ｃ
Ｔ
検
査
で
確
認
し
ま
す
。

血
便
の
原
因
の
診
断
と
同
時
に
止
血

も
で
き
る
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
第
１
選

択
と
し
て
い
る
施
設
も
多
い
で
す
が
、

充
満
し
て
い
る
血
液
の
た
め
に
出
血
部

位
が
内
視
鏡
で
特
定
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
多
い
の
で
す
。
血
便
の
原
因
に
は
、

憩
室
出
血
の
み
で
な
く
、
痔
核
、
大
腸

が
ん
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
な
ど
の
疾
患
も
あ

る
た
め
、
後
日
、
内
視
鏡
検
査
は
受
け

て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

◆
急
激
な
腹
痛
で
始
ま
る

大
腸
憩
室
炎

「
大
腸
憩
室
炎
」
は
、
憩
室
内
に
溜

ま
っ
た
便
に
細
菌
が
感
染
す
る
こ
と
に

よ
り
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
右

側
大
腸
の
憩
室
炎
で
は
虫
垂
炎
と
よ
く

似
た
症
状
が
現
れ
ま
す
。
右
下
腹
部
に

強
い
腹
痛（
特
に
押
す
と
痛
む
圧
痛
）と

発
熱
が
生
じ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
一

方
、
左
側
大
腸
で
あ
る
Ｓ
状
結
腸
の
憩

室
炎
で
は
左
下
腹
部
に
同
様
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。
な
お
、
憩
室
出
血
と
憩
室

炎
が
同
時
に
合
併
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

大
腸
憩
室
炎
の
診
断

腹
部
の
症
状
に
加
え
て
、
血
液
検
査

で
の
炎
症
所
見
と
Ｃ
Ｔ
検
査
や
超
音
波

検
査
に
よ
る
憩
室
周
囲
の
炎
症
所
見
に

よ
り
容
易
に
診
断
で
き
ま
す
。

憩
室
炎
の
中
で
も
、
弱
っ
た
憩
室
の

せ
ん
こ
う

壁
に
小
さ
な
穴
が
開
い
て
生
じ
る
穿
孔

性
腹
膜
炎
や
、
腸
管
の
狭
窄
に
よ
る
腸

ろ
う
こ
う

閉
塞
、
隣
接
し
て
い
る
臓
器
へ
の
瘻
孔

（
管
状
の
穴
）な
ど
が
生
じ
る
と
重
篤
な

状
態
に
な
り
ま
す
。
急
な
腹
痛
を
主
訴

と
す
る
疾
患
は
急
性
腹
症
と
呼
ば
れ
、

便
秘
に
よ
る
軽
い
も
の
か
ら
死
に
至
る

重
篤
な
疾
患
ま
で
あ
り
、
迅
速
か
つ
慎

重
な
診
断
が
必
要
で
す
。

◆
大
腸
憩
室
症
お
よ
び

合
併
症
の
治
療
は

大
腸
の
検
査
で
大
腸
憩
室
が
偶
然
発

見
さ
れ
た
場
合
で
も
、
症
状
が
な
け
れ

ば
、
特
に
治
療
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
腸
が
運
動
異
常
を
き
た
し
て
症

状
が
出
た
と
き
は
、
そ
の
症
状
を
和
ら

げ
る
薬
物
を
投
与
し
ま
す
。

大
腸
憩
室
出
血
の
治
療

憩
室
出
血
の
多
く
で
は
、
絶
食
と
安

静
が
必
要
で
、
入
院
加
療
を
要
し
ま

す
。
ま
た
、
抗
血
栓
薬
を
内
服
し
て
い

る
場
合
に
は
、
薬
の
中
断
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
れ
ら
の
治

療
で
止
血
で
き
ま
す
が
、
大
量
の
出
血

が
続
く
場
合
は
、
血
管
造
影
検
査
や
内

視
鏡
に
よ
る
止
血
術
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
貧
血
の
程
度
が
著
し
い

と
き
に
は
、
年
齢
な
ど
を
考
慮
し
て
輸

血
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、

入
院
期
間
は
短
い
患
者
さ
ん
で
３
日
、

長
く
な
る
と
14
日
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

大
腸
憩
室
炎
の
治
療

憩
室
炎
を
合
併
し
た
場
合
に
は
、
入

院
加
療
に
よ
る
絶
食
と
維
持
輸
液
の
点

滴
、
細
菌
を
殺
す
抗
生
剤
の
投
与
が
必

要
で
す
。
食
事
は
、
腹
痛
が
改
善
し
、

炎
症
が
治
ま
り
、
血
液
所
見
も
改
善
し

た
後
に
開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
後
も
症
状
が
再
燃
し
な
け
れ
ば
退
院

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
以
上
の
治
療

で
軽
快
し
な
い
場
合
や
再
発
を
繰
り
返

す
場
合
、
お
よ
び
重
篤
な
腹
膜
炎
や
腸

閉
塞
が
起
き
た
場
合
に
は
、
外
科
的
手

術
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
入
院
期

間
は
、
重
症
度
に
よ
り
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

◆
お
わ
り
に

大
腸
憩
室
症
は
、
無
症
状
で
あ
れ
ば

放
置
し
て
も
良
い
病
気
で
す
が
、
合
併

症
の
憩
室
出
血
や
憩
室
炎
を
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
こ
と
は
覚
え
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。
特
に
憩
室
出
血
の
原
因
と

な
る
抗
血
栓
薬
を
内
服
さ
れ
て
い
る
方

は
最
近
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

方
々
は
、
も
し
自
覚
症
状
の
な
い
大
腸

憩
室
を
持
っ
て
い
る
と
出
血
の
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
か
ら
、
血
便
が
出
た
際

の
対
処
法
に
つ
い
て
主
治
医
と
相
談
し

て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

うえむら・なおみ
診療科：消化器内科
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情報のひろば

内視鏡と抗血栓薬
出血を促す抗血栓薬は休薬を

血栓とは、血管内で血液が固まったもので、

この血液の塊が血管に詰まることにより、脳梗

塞や心筋梗塞のような重大な病気を引き起こし

ます。これらの病気の発症を防ぐために、血液

をサラサラにし、血液を固まりにくくする薬

が、抗血栓薬と呼ばれるものです。

この薬により、恐ろしい脳梗塞や心筋梗塞を

防ぐことができますが、一方で、病気やケガ、

抜歯などの際にこの薬を飲んでいると、出血が

止まらなくなり、思わぬ貧血を引き起こしてし

まうことがあります。内視鏡検査の際にも、組

織検査やポリープ切除を行うときにこの薬を飲

んでいると、傷口からの出血が止まらなくなる

ことがあります。したがって、抗血栓薬を飲ん

でいる方が内視鏡検査を受ける際には、出血を

防ぐため、検査の前にこの薬を一時やめていた

だく必要があります。抗血栓薬には幾つか種類

があり、薬によって中断する期間が変わってき

ます。検査を受ける際には、事前に抗血栓薬を

飲んでいるかどうか主治医に確認し、飲んでい

る場合には、どのくらいの期間中断すれば良い

のか、十分に相談する必要があります。

また、どうしても抗血栓薬を中断できない病

状である場合には、内視鏡の際に生検や治療を

しないよう検査担当医に対して主治医から指示

を出してもらうか、入院のうえ抗血栓薬をヘパ

リンという点滴薬に切り替えてから組織検査や

治療を行います。

虎の門病院消化器科部長　矢作　直久

催開 時　日 所　場 マーテ せ合問お
第 15 回
会大

11 月8日(日)
03:31 ～ 00:71

芝部学医学大都京
ルーホ盛稲館会蘭

！す治をんが、ぐ防をんが
他」療治鏡視内のんが「」んが胃と菌リロピ「

科内器化消部学医学大都京
　勉　葉千　　　 T 1113-157-570.LE

道海北
部支

11 月 41 日(土)
00:41 ～ 00:61

交際国光観市路釧
ータンセ流

療治新最のんが器化消　！うぼ学でなんみ
他」療治新最と見発期早のんが腸大、んが胃「

長院副院病合総路釧立市
　彦和澤米　　　 1216-14-1510.LET

北東
部支

01 月 81 日(日)
00:41 ～ 00:71 堂講学大津会 況現の療治んが器化消 ― ？のるいてし歩進でまこど

るえ見がんが「 TEP 他」況現の療治剤んが抗「」
科外院病合総津会立県島福

　幹　部阿　　　 1512-72-2420.LET

東関
部支

01 月3日(土)
00:41 ～ 03:51

合総ばち学大京帝
館新ータンセ療医

療治鏡視内と気病のかなおるなに気とっょち
他」科外鏡視内と患疾腸指二十・胃「

科外ータンセ療医合総ばち学大京帝
　喜秀田安　　　 1121-26-6340.LET

01 月3日(土)
00:41 ～ 03:61

院病合総生厚野佐
ルーホ的目多内

題話の近最るけおに療診常日の病器化消
他」題話のんが器化消とルーコルア「

科内器化消院病合総生厚野佐
　重幸村岡　　　 2225-22-3820.LET

01 月 81 日(日)
00:31 ～ 03:61

セ祉福合総市崎川
内ータン

療診と防予のんが器化消
他」療治鏡視内のんが胃「」んが胃と菌リロピ「

長院副院病災労東関
　譲　藤佐　　　 1313-114-440.LET

越信甲
部支

01 月 71 日(土)
00:41 ～ 00:71

キ部学医学大梨山
堂講大内スパンャ

線前最の療治んが器化消
他」療治んが道食・んが胃「」療治んが腸大「

科外１第部学医学大梨山
　ニ浩野河　　　 0937-372-550.LET

01 月 81 日(日)
00:31 ～ 00:61

文民市里若市野長
ルーホ化

うろ守を身らかんが肝、んが腸大、んが胃
他」療治と防予のんが腸大「」菌リロピとんが胃「

科内器化消院病字十赤野長
　一秀田和　　　 1314-622-620.LET

01 月 42 日(土)
03:31 ～ 03:51 ザラプ民市潟新 んが器化消いしほてっ知とっも ― 療治新最と防予

他」んが道胆、んが膵「」んが胃「」んが道食「
科内院病潟新ータンセんが立県潟新

　幸俊藤加　　　 1115-662-520.LET

海東
部支

11 月 41 日(土)
03:31 ～ 00:71

館会化文民市岡静
室議会大

気病かなお ― 線前最の療治いし優にだらか
」療治襲侵低るす対にんがの管化消「

院病岡静立市岡静
　正　下宮　　　 5213-352-450.LET

21 月6日(日)
00:31 ～ 00:61

館会師医県知愛
9 室議会大階 症炎とんが：話おの気病の腸大るよに家門専

科外瘍腫部学医学大屋古名
　人正野梛　　　 7122-447-250.LET

陸北
部支

01 月 42 日(土)
00:41 ～ 00:71

館会民県山富
3階 403 室号

防予・療治・断診の病器化消、た来でまここ
他」る診を気病の腸小、器臓の黒暗「

院医科内らむとさ
　威吉村里　　　 9733-424-670.LET

国四
部支

01 月3日(土)
00:31 ～ 00:71 館会化文土郷島徳 らた出が血らかりしお ― 話のんが腸大らか血出痔

他」血出るよに炎腸大「」患疾痔、血出門肛「
科外院病民市島徳
　秀康中惣　　　 1215-226-880.LET

01 月 01 日(土)
00:31 ～ 03:61

化文民県立県知高
内ルーホ

？のるなうどはとあの術手　んが器化消
他」後術のんが胃「」ていつに能機便排「

科外部学医学大知高
　樹健本杉　　　 0732-088-880.LET

州九
部支

11 月 82 日(土)
03:61 ～ 00:91 本熊航日ルテホ 患疾器化消と慣習活生

」膵胆「」管化消「」臓肝「
ータンセ療医域地本熊

　吉隆石明　　　 1133-363-690.LET

検査の
注 意

日本消化器病学会の各支部で市民公開講座を開催します。
参加はすべて無料です。詳細はホームページをご覧ください。市民公開講座のお知らせ
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寄附のお願い
について

A：治療前の血管造影の画像
黒い影が肝がん（矢印）

B：治療後の血管造影の画像
影が消えている（矢印） C：肝動脈塞栓術の原理

肝がん

抗がん剤

A B C

動脈

カテーテル

塞栓剤

→
→

｢

酒
は
百
薬
の
長｣

と
い
わ
れ
ま

す
が
、
飲
み
過
ぎ
る
と
肝
臓
を
壊
す

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
肝

炎
に
は
色
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
本
号「
ず
ば
り
対
談
」で
紹
介
さ

れ
て
い
る
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
非
ア
ル
コ
ー

ル
性
脂
肪
肝
炎
と
呼
ば
れ
、
酒
と
は

関
係
な
く
、
肥
満
の
方
や
糖
尿
病
を

患
っ
て
い
る
方
に
発
症
し
ま
す
。
ウ

イ
ル
ス
性
肝
炎
と
同
様
に
肝
が
ん
を

発
症
し
、
最
近
よ
く
話
題
に
な
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
の
関

係
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
管

理
に
は
定
期
的
な
健
診
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
本
号
で

は
、
こ
の
ほ
か
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
、
大
腸
憩
室
症
、
抗
血
栓
薬
な
ど

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ

て
い
ま
す
。
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

で、ふたをします。いわば敵陣に毒を送り込んだ

後、兵糧攻めするようなものです。この治療によ

り、がんは瀕死の状態に陥ります。数ヵ月間隔で

繰り返し行うことができ、比較的安全に行える治

療です。治療は1時間ほどで済みますが、カテーテ

ルを抜いた後、5時間程度の安静が必要です。

●肝動脈塞栓術の合併症

治療中または治療後の疼痛や発熱が多く、その

ほか胃・十二指腸潰瘍、胆のう炎、肝膿瘍、一過

性の肝機能低下の合併症や、稀に長時間安静に伴

う深部静脈血栓による肺梗塞などもあります。

近畿大学医学部消化器内科

上嶋一臣　鄭　浩柄　工藤正俊

●血管造影検査とは

血管造影検査とは、動脈または静脈内にカテーテ

ルを挿入し造影することにより、病気を診断・治療

する手技です。身体的負担が割合大きい検査で、近

年の造影CT、MRIなどの進歩と相まって、診断の

みの目的で行われることは減ってきています。

●どのように検査するの？

右足の付け根を軽く指先で押してみてドクドク

と脈打っている部分が動脈（大腿動脈）です。そこ

の上皮を局所麻酔し、カテーテルという柔らかい

プラスチック製の細いチューブを刺し、動脈の中

に通します。目的の血管までカテーテルを挿入し

て、カテーテルから造影剤というＸ線に写る液体

を注入し、体外からＸ線透視撮影をします。

●肝動脈塞栓術とは

消化器で最も行われている血管造影による治療

が、肝がんに対する肝動脈塞栓術です。手術や局

所療法などの根治的治療に適応しない多発性の肝

細胞がんの患者さんに多く行われています。がん

に栄養を運ぶ血管にカテーテルの先端を挿入した

後、抗がん剤を注入し、塞栓剤と呼ばれる物質

日
本
消
化
器
病
学
会
広
報
委
員
会
委
員

藤
田
保
健
衛
生
大
学
坂
文
種
報
徳
會
病
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授
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治
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望
等
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ま
で
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★
次
号
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月
20
日
発
行
で
す
。

★
本
紙
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断
転
載
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複
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は
禁
じ
ま
す
。

編集後記

【お問合わせ先】財団法人日本消化器病学会 事務局
〒104-0061 東京都中央区銀座8-9-13
TEL 03-3573-4297 FAX 03-3289-2359 E-mail info@jsge.or.jp
URL http://www.jsge.or.jp

財団法人日本消化器病学会は、

昭和29年に医学会においては数少

ない財団法人の認可を受け、公益事業を積極的に推進

しています。その一環として、全国各地で市民公開講

座の開催、『消化器now』の発行を行っております。

篤志家、各種団体からの寄附を受け付けております

ので、詳細等お問合わせは下記にお願いします。

腹部血管造影検査


